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6９ 
一九八六年から足掛け四年にわたって実施された「長屋王邸」の発捌調査は、八世紀前期における奈良朝政治史
の中心的人物の一人である長屋王について、膨大な数にのぼる木簡という同時代史料を、我々に提供することとなっ
た。長屋王については、それまで『続日本紀』のような編纂物を中心とした、きわめて限られた史料しか存在しな
かったわけであるが、これによって、長屋王自身の日常生活まで窺い知り得るようになったわけで、学界はもとよ
り、広く世間の注目を集めることになったわけである。
筆者も、その概要が『平城宮発掘調査出土木簡概報（二十一）ｌ長屋王家木簡二（奈良国立文化財研究所、’
九八九年五月）として公表された直後の古代土地制度史研究会（通称。旧彌永研）にて、弓長屋親王』の背景」
（一九八九年五月二十七日、於仏青会）・「長屋王家木簡における交易Ｉ付、御田と御薗」（同七月三十一日、於お茶
の水女大）と二度にわたって関連史料や考察結果をレジュメにして配布していたが、昨年、幸いにもこの問題につ
いてさらに研究を進めるための学内特別研究助成金の交付を得ることができた。
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現地比定については、現存地名との類似性を中心に、その他種々の見地からなされているが、現時点では確説を
得
が
た
い
も
の
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
①宇太については大和の宇陀とみるのが通例のようであるが、珍努宮との関辿で、和泉国に求める税がある
〆■、
ｉＩｌｉ① 
170字|$太一に
○＿ 
これはまた、やはり残存史料が少ない大化前代のミャヶやミタの経営を理解するための参考史料としても重要な
位置を占めるであろう（館野剛Ｉ皿）。
というのは、既に多くの先学によって指摘されているように、この木簡群から知られる長屋王家の経済生活には、
律令の公的規定のみからではけっして窺い知ることのできない、私的な側面が色濃くあらわれており、当時の貴族
の経済基盤の実像が映し出されている可能性が高いからである。
そのことは、長屋王家で経営されていた土地に対して、それまで当該時代の研究ではまず使用されなかったであ
ろう「緬地」「所領」といったⅢ譜が付されていることにもよくあらわれている（鬼頭剛ｌ脇、森迦ｌ知狐、鬼頭
ろう「緬地」
（１） 
加ｌ川他）。
みようと思う。
と
い
う
の
は
、
木簡から窺える、畿内とその周辺における長屋王家の経済基雛は、次頁の表に掲げた通りである。畿外のものに
つ
い
て
は
、
項
を
あ
ら
た
め
て
後
に
検
討
す
る
。
そこで筆者にとってとくに関心の深い、長屋王家の土地経営の問題に的を絞って、研究の現状をここにまとめて
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７１ 
表木簡にみえる畿内周辺の長屋王家の経済基盤
匠夕Ⅱ二IBU＝
H1（祖|魔
、 HUI朝ｌｕｌ背御薗可ｌ大１ｌｂ 面H汀」呵抵
⑫狛極 朝御lＨＥ
、冊Ｋ・」ェ1ｍ
※渡辺114，館野143.162,大'11170,森222等によって作成Ｌ土。
※大山170では，珍努樹についても水間内親王家の所領と有機的に結びついた艮臆王家の所価であるとしている。
経済雅盤 管JIM機構等 推定所在地
①宇太御□ 奈良県宇陀郡／
大阪府泉南市兎田
仕丁・厩
片岡司 |零禦遵鰄… 御薗(将)作人・持人・持丁
③水上（御田力） 木｣己司
木｣二御馬司
奈良県北葛城ill広陵町／
同iil原市/liiliiiii螂明I]番付木部
侍人？
奈良県奈良市
⑤広瀬 奈良県北葛城郡広陵町
⑥耳梨(元)御田 耳梨御田司 奈良県橿ｌｊ;(TIT
⑦矢口（御薗力） 矢1二1司 奈良県樋原Tl丁
／同大和郡111市
大阪府八尾Tl丁渋Ⅱ|Ⅲ「 奴
⑩高安御[1１ 高安御田司｜大阪府八尾市高安
山背御 司 大阪府南河内郡河南町
山城／京都府
奴蝉・雇人・御田芸人
御H１ 狛 田司 京都府相楽郡山城町
⑬１１１口御111 山I｣御田司 不IﾘＩ 作人
⑭那祁氷室 司宮祁祁都都 奈良県天理i17.111辺郡都祁村 帳内・雇人
⑮丹波杣 京郁府中部 兵庫県北部 帳内
⑯山処 不明 塩殿・雇人
⑰炭焼処 不lﾘＩ
⑧大庭御薗 大阪府守1J市大庭町
／同堺市大庭寺
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長
屋
王
邸
に
は
、
長
屋
王
の
他
に
、
そ
の
正
大
人
で
あ
る
吉
備
内
親
王
も
お
り
、
時
に
は
そ
こ
に
吉
備
内
親
王
の
姉
（
力
）
で
あ
る
水
岡
内
親
王
（
後
の
元
正
天
皇
）
も
幸
ず
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
い
ず
れ
も
独
立
し
た
家
政
機
関
を
所
有
し
て
い
る
の
で
、
出
土
し
た
木
簡
に
は
、
こ
れ
ら
三
者
の
家
政
機
関
に
関
す
る
も
の
が
混
在
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
木簡にみえる家政機関の構成員の分類からは二系統の家政機関があったことが確認されるが、それぞれの本主が
鬼頭剛ｌ皿等）。
②
片
岡
は
聖
徳
太
子
ゅ
か
り
の
著
名
な
地
で
、
問
題
は
な
い
。
③
木
上
に
つ
い
て
は
、
高
市
皇
子
の
砿
宮
が
営
ま
れ
た
木
（
城
）
上
宮
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
比
定
地
に
つ
いては諸説ある（表※の他、福原剛・岩本脳等も参照）。
④
佐
保
は
、
懐
風
藻
や
万
葉
集
に
み
え
る
、
長
屋
王
の
佐
保
宅
の
地
と
み
ら
れ
、
こ
れ
に
は
異
論
が
な
い
。
⑦
矢
回
は
、
現
存
地
浴
か
ら
大
和
郡
山
市
に
比
定
す
る
税
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
古
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
明
証
は
な
く
、
天
武
元
年七月癸巳紀にみえる八口と関連づけて、香具山付近とする説が有力である（館野雌１ｍ）。
⑧
大
庭
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
『
行
雄
年
譜
』
を
根
拠
と
す
る
守
川
巾
大
庭
町
と
堺
巾
大
庭
寺
と
の
工
説
が
あ
り
、
確
説
は
な
い
が
、
後
者
は
①
宇
太
と
同
様
、
珍
努
宮
と
の
関
連
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
（
大
山
加
１
冊
）
。
⑪
山
背
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
山
背
国
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
だ
け
広
域
地
名
で
あ
る
と
い
う
の
は
や
や
不
辮
で
あ
り
、
山
代
忌
寸
兵
作
堪
誌
や
正
倉
院
丹
褒
文
普
な
ど
に
よ
り
、
河
内
国
石
川
郡
山
代
郷
と
す
る
税
が
有
力
で
あ
る
（
館
野
腿
ｌ
咄
、
森
皿
ｌ
剛
、
こ
の
よ
う
に
比
疋
し
て
く
る
と
、
ま
だ
雌
説
で
は
な
い
も
の
も
あ
る
に
し
ろ
、
②
片
岡
。
③
水
１
．
④
佐
保
。
⑥
耳
梨
。
⑦
矢
、
と
い
っ
た
人
和
国
関
係
の
所
領
の
他
に
、
⑧
大
庭
。
⑨
渋
川
。
⑩
筒
安
。
⑪
山
背
と
い
っ
た
河
内
国
関
係
の
所
領
の
比
重
の
高
さ
が
際
立
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
大
伴
氏
・
物
部
氏
・
蘇
我
氏
と
い
っ
た
ヤ
マ
ト
王
椛
の
豪
族
た
ち
の
財
産
形
成
に
類
似
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
同
様
の系譜を引くものと理解されている（森迦ｌ郷）。
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（２） 
誰であるかについては見解が分れると一」ろであｈソ、またこれまでの長屋王家木簡研究の一つの重要な論点であった。
前項でみた各所領がいずれに所属するものであるかについては、この家政機関の本主の問鼬にも関わるわけであ
るが、いずれにしろ家政機関の融合が早くから指摘されており、所領の所属についても本主を分別するのは不可能
な（あるいは必要ない）状況である。
⑪山背については、その関連木簡に、扶・大抵曰吏・少普吏がみえることから、一一系統の家政機関のうち本工の位
階の高い方との関係がみてとれるので、かってはこれを吉備内親王家に所属するものと説かれることが多かった
（３） 
（森川ｌⅢ、渡辺Ｍ１川、館野剛１Ｍ他）。
しかし、二つの家政機関をいずれも長屋王家のものとみる立場からはこうした区別は意味がない。また二つの家
政機関の本主を別とみても、木簡からは両者の明確な区別ができず、長屋王家全体として資産を管理・連用してい
たとみざるをえないようである（森朋ＩⅢ、渡辺川１Ｍ）。
前表に明らかなように、所領毎に現地に御田司・御薗司といった担当の役所がおかれ、そこには長屋王家から派
辿された責任者がいたようである。邸内の務所がそれを統轄していた。邸内の機関と邸外の機関との間ではそれぞ
れ人事異動もみられ、所領は、一応、長屋王家から派遣された職員の直接の管理下にあったとみることができる
（森川Ｉ川、渡辺ＭＩＭ、館野噸ｌ畷）。
御田と御薗については、御田から蔬菜を進上している例があり、実態として一体であったらしい（鬼頭町’四）。
また⑬山口では「作人食米」がみえる（渡辺脳ｌ川、館野剛Ｉ川他）。了）
令の「園」の定義にこだわる学説もあるが（角林伽）、それはあまり意味がないように思われる。
木簡から知られる労働力については、食料や功の支給による、農民の「作人」「佃人」としての雇用（「一雇人」）
が中心のようである。②片岡では「御薗作人功」、⑪山背では、一日あたり一升の食料の支給や、「仙人功」がみえ、
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これらの所領には、経営担当者が詰める現地機関の建物や、倉や塩殿と呼ばれる収納施設があった（館野剛１Ｍ
他）。③木上からも米が送られてきており、そこにも倉や御田があった可能性が高いが、そこにはまた御馬司もあっ
た。後述するように高市皇子と関わる遁要な場所であるだけに、施設も大きかったようである（渡辺脳ｌ川）。
務所との連絡・運送等は丁と奴蝉によって行なわれていたようであるが、ｒは封戸の仕丁かと推測されている。
奴卿は御田等での生産労働には従事していた形跡がなく、家内奴隷的なものであったらしい（鬼頭Ｍ１伽伽）。ま
たこうした経営方式を、倭屯田と類似しているとする評価もある（館野蝿ｌ川）。
こうした側面から、長屋王家の所領経営は、労働者に功や食料を支給して、収種物はすべて徴収するような直接
経営と表現されるのが普通である（渡辺Ｍ１川、森迦ｌ狐狐等）。
しかし、史料的には僅かなものの、営料投下の直営方式だけではなく、賃馴のような諭負方式の存在も推測でき
（５） 
る（澤田棚ｌ繩）。一」の点は、〈丁後さらに検討する必要があろう。
もう一つ、これに関連して左掲の木簡も気になるものである。
・
当
月
廿
一
日
御
冊
苅
寛
大
御
飯
米
倉
古
稲
（・ロ）
・
移
依
而
不
得
収
故
郷
等
急
下
坐
宜
この読みや解釈についてはともかくとして、長屋王家に関わる古稲が移動していることは確かである。その意味
については、財産運用であることが推測されているが（渡辺Ｍ１川）、貯蔵された稲であることから、あるいは川
挙のため、ないし次期営料頒下のためであった可能性もあろう。
ここでは稲と米が区別されているようにみえるが、すぐに「大御飯米」となるところの稲を苅ったの意味であろ
う。とりあえず稲の状態で倉に納めるのか、番米したものを倉に納めるのかさだかでないが、米になっていれば、
倉が一杯であるというのは深刻な事態であろう。
ｄ
施
設
と
開
発
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こうした所領が、長屋王家の私的なものなのか、位田・織田のような国家的給付の一部なのかについては、断定
（７） 
するだけの史料はない。⑪山背については一○町と区切りがいいので位田とも解釈でき、また⑥耳梨周辺には他の
貴族の位田の存在が確認できるから、そこから類推して位田とみることもできよう（渡辺川ｌ川川）。また畿内と
その周辺から長屋王家に送られた荷札に特徴的にみられる一石単位のものについて、それを位田・織田からのもの
とする見解も有力である（鬼頭ｍｌＭｏまた渡辺Ｍ１川、森迦ｌ斯参照）。
しかし、木簡にみえる田数は、長屋王とその周辺の人物の位田・職田を合計したものを越える可能性が高く、さ
らに御田・御薗に固有名詞が付せられていることから、位田・職田ではない可能性も高い。また畿内には封戸は存
在しないという見解もあって、これらの所領が封戸に関係するという可能性も低い（寺崎剛、鬼頭町、森迦ｌ郷）。
つまり律令的給付の中では考えにくいものなのである。また前述したように、私墾田の存在もまず間違いのないと
ころである。またやはり前述したように、所領の分布が、ヤマト王権の豪族たちの財産形成に類似しているという
ことからすれば、それらと同様の古い系譜を引く可能性を十分検討する必要があろう。
その際、注目されてきたのが、長屋王の父高市皇子の所領との関係である（福原町、館野剛－Ｍ、鬼頭町Ｉ皿、
岩本剛、森迦Ｉ鋼、鬼頭如ｌ皿他）。
高市皇子の蹟宮の営まれた③木上については前述したが、その木上に近接して存在するのが②片岡である。片岡
（８） 
司に属する持丁に木部足人・木部百鴫がいるが、その木部を水上とみる説もある（山石本剛）。もっともこれに対し
こ
う
し
た
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
大
化
前
代
の
ミ
ャ
ヶ
と
の
関
係
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ミ
ャ
ヶ
か
ら
も
蔬
菜
が
献
上
さ
れ
ることがあった（館野ＭＩＭ狐）。
また木簡の中には、墾田開発を推測させるものもあり（澤田繩ｌ獺）、拠点の周辺の開発をも推し進めていた可
能性も高い。
ｅ
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長屋王家木簡の中には、多数の地方からの荷札木簡が含まれるが、その性格の判断は難しい。｜応封戸とする税
が有力のようであるが（渡辺川ｌ川、鬼頭ＭＩＭ、森迦Ｉ獅他）、遠隔地にある間接経営による私的所領とみる見
解もある（大山加１版）。
封戸とみる場合、荷札木簡の中には水高内親王・北宮・長屋王を宛先に記すものがあり、そのことから直接封主
へ送付された可能性がある（渡辺Ｍ１川Ⅷ）。またさらに敷桁して封戸の直接経営を主張することも可能であるが
前表⑭以下がこれにあたる。またその他、乳牛がいることや（渡辺山ｌ川）、③水上の御馬司の存在から（鬼頭
町ｌⅢ）、牧の存在も推定されている。
その経営の詳細は明らかではないが、⑭都祁氷室については功食支給の直接経営が（森迦ｌ洲）、⑮丹波杣につ
いては帳内派遣の直接経営（渡辺ＭＩＭ）が指摘されている。⑭都祁氷室は律令制以前からの系譜を引く可能性が
高く（森川１円）、天皇家以外ではまれな、長屋王家の私的所有であった（渡辺脳ｌ皿）。
ては、木部を紀氏の部民に由来するとする説もある（澤田班－噸）。いずれにしろ、前述したように片岡は聖徳太
子ゆかりの地でもあり、また茅淳王の墓の所在地でもあるから（鬼頭Ⅳｌ皿）、天皇家と関係の深い地であること
は確かである。
また⑥耳梨。⑦矢口はいずれも高市皇子の香具山之宮に近接している。⑥耳梨は推古の耳梨宮、あるいは耳無ミ
ャヶとも関係している地である（鬼頭剛Ｉ川）。
こうしてみると大和の南部に存した所領はいずれも高市皇子と関わりの深い地であり（森迦ｌ郷）、また天皇家
にとっても重要な地であった。長屋王家の財産形成に高市皇子の影響が大きかったことは間違いなかろう。
ｆ
田
・
蘭
以
外
の
所
領
ｇ
地
方
の
経
済
基
盤
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（森迦Ｉ狐～川）、封戸の場合は原則として民部省勘会が必要であるという立場から、里（郷）段階であらかじめ封
主
の
名
前
が
記
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
慎
重
な
見
方
も
あ
る
（
大
山
加
ｌ
川
）
。
た
だ
し
そ
の
場
合
で
も
、
封
戸
粗
交
易
物
に
つ
い
て
の
封
主
へ
の
直
送
は
認
め
て
い
る
。
も
し
直
接
経
営
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
公
的
給
付
地
と
の
強
い
結
び
つ
き
が
見
出
せ
る
わ
け
で
（
渡
辺
川
ｌ
肌
）
、
こ
れ
は
大
変
興
味
深
い
問
題
と
な
る
。
こ
う
し
た
地
方
の経済基盤については、その迎営に携わった税司の存在も注目される。税司が国司の属僚なのか、
長
屋
王
家
か
ら
派
遣
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
在
地
の
有
力
者
な
の
か
、
見
解
は
分
れ
る
が
（
松
原
町
、
渡
辺
山
ｌ
川
、
角
林
伽
１
７
以
下、大山加Ｉ研以下、森迦ｌ伽以下等）、これも難しい問題で決め手はない（鬼頭町Ｉ剛）。
諸
説
の
中
で
は
角
林
川
の
説
が
や
や
特
異
で
、
確
立
し
た
制
度
で
は
な
く
、
徴
税
や
稲
の
保
管
・
連
用
を
行
な
っ
て
い
た
在
地
有
力
者
や
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
者
を
、
便
宜
的
に
そ
う
呼
ん
で
い
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。
ま
た
税
司
は
特
定
の
有
力
者
の
た
め
だ
け
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
複
数
の
有
力
者
の
担
当
を
掛
け
持
ち
し
て
い
る
と
も
い
う
。
さ
ら
に
税
司
に
「
国
」
の
文
字
が
な
い
の
で
大
宝令以前にさかのぼる制度であるというが、一「国」字の有無は、史料の増加で意味がなくなった（森迦ｌ郷）。
ま
た
税
司
の
職
務
範
囲
に
つ
い
て
も
意
見
が
分
れ
、
「
税
」
を
従
来
の
見
解
に
そ
っ
て
出
挙
に
限
定
し
て
考
え
、
Ⅲ
擴
稲
の
連
用
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
と
み
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
（
大
山
加
１
冊
他
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
決
め
手
は
な
い
が
、
出
挙
稲
の
迎
川
は
（９） 
か
な
り
広
範
囲
に
わ
た
る
可
能
性
も
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
本
質
的
な
問
題
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
前章でみたような長屋王家の経済蕪盤を、従来研究されてきた所謂「初期荘園」研究の論点と比較してみるとど
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
長
屋
王
家
の
畿
外
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
封
戸
と
み
る
見
解
が
有
力
で
、
所
傲
に
つ
い
て
は
畿
内
に
限
定
さ
れ
て
二
従
来
の
初
期
荘
園
論
の
立
場
か
ら
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い
る
と
い
う
主
張
が
今
の
と
こ
ろ
可
能
性
と
し
て
高
い
よ
う
な
の
で
（
鬼
頭
町
１
Ｍ
、
金
子
醜
ｌ
釦
川
、
澤
田
班
ｌ
歌
他
）
、
こ
こ
で
は
一
応
、
こ
の
立
場
か
ら
考
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
初
期
荘
園
の
類
型
論
に
つ
い
て
は
、
か
っ
て
藤
間
生
大
氏
の
議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
畿
内
型
・
北
陸
型
と
い
っ
た
概
念
を
検
討
し
（旧）
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
地
域
に
よ
る
在
地
首
長
制
の
貰
徹
の
度
合
い
に
応
じ
て
、
荘
園
経
営
の
在
り
方
に
違
い
が
み
ら
れ
る
｝
」
と
を
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
在
地
首
長
制
の
貫
徹
し
て
い
た
北
陸
地
方
で
は
在
地
首
長
制
を
媒
介
に
し
た
経
営
が
、
在
地
首
長
制
に
よ
る地域掌握がむずかしい畿内及びその周辺地域では荘園経営者による直営の度合いが強まるとしたのである。
この点について、長屋王家木簡の世界からみると、畿内に基盤としての直轄地を持ち、畿外を含めた広がりの中
に
封
戸
と
い
う
隷
属
民
を
公
的
に
付
与
さ
れ
る
と
い
う
構
造
（
鬼
頭
Ｍ
１
川
）
が
、
こ
の
問
題
に
関
わ
っ
て
く
る
。
ま
た
畿
外
に
存
し
た
中
央
豪
族
の
田
庄
（
ヤ
ヶ
）
は
、
封
戸
制
と
い
う
領
有
形
態
に
換
骨
奪
胎
さ
れ
て
な
く
な
り
、
畿
内
の
田
庄
だ
け
が
な
お
中
央
豪
族
の
直
営
的
拠
点
と
し
て
残
さ
れ
た
と
い
う
見
解
（
澤
田
棚
Ｉ
瓢
）
も
同
様
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
先
の
初
期
荘
園
の
類
型
論
に
つ
い
て
は
、
地
域
差
で
は
な
く
時
期
差
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
地
域
差
を
重
視
す
る
方
が
理
解
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
畿内の土地経営については、近年、澤田氏が従来よりも踏込んだ試論を展開している（澤田妬）。それによれば、
圧
と
墾
田
地
な
ど
の
組
合
せ
か
ら
な
る
所
領
経
営
が
七
世
紀
以
来
相
承
さ
れ
な
が
ら
派
生
し
て
お
り
、
そ
れ
は
藤
原
氏
・
大
伴
氏
・
長
（Ⅱ） 
屋王等に共通するものだという。これはまた、藤原的と大伴的という古典的な学説に対する批判ともなっている。
しかしながらこの点についてはなお検討すべき問題が多かろう。やはり律令制の進展による変化については無視
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
律
令
制
が
本
格
化
す
る
前
に
得
て
い
た
経
済
基
盤
と
、
律
令
制
が
本
格
化
し
て
か
ら
得
た
経
済
基
盤
と
は
質的に違いが生じたのではないか。例えば研究史的には初期荘園を代表する寺領についても、古くからの基盤をも
つ法隆寺や大安寺と、新興寺院である東大寺とは、その寺領の性格にはかなりの違いがみられる。藤原氏について
も
、
所
領
の
性
格
に
お
い
て
、
他
の
豪
族
と
は
違
っ
た
側
面
を
見
出
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
律令制前後という観点からすれば、むしろこうした古くからの経済基盤と律令的俸職との関係が重要になろう。
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や
は
り
八
世
紀
に
お
け
る
具
体
的
な
経
済
活
動
が
分
か
る
事
例
と
し
て
は
、
長
屋
王
の
時
代
よ
り
は
下
る
が
、
八
世
紀
中
期
に
お
け
（烟）
る
安
都
雄
足
の
場
合
が
あ
る
。
安
都
雄
足
の
活
発
な
経
済
活
動
に
つ
い
て
は
、
彼
が
生
き
た
天
平
と
い
う
「
巨
大
な
消
費
」
の
時
代
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
手
法
に
は
、
長
屋
王
家
の
経
済
活
動
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
前
代
以
来
の
も
の
を
利
用
し
て
い
る
と
も
言
え
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
経
営
に
お
け
る
人
的
結
合
の
利
用
が
挙
げ
ら
れ
る
。
雄
足
の
場
合
、
自
身
の
赴
任
地
を
中
心
と
し
た
人
的
結
合
を
利
用
し
て
い
た
が
、
長
屋
王
家
や
そ
れ
以
前
の
中
央
豪
族
の
経
済
活
動
に
お
い
て
も
、
す
で
に
、
現
地
に
お
け
る
機
関
を
利
川
し
た
、
そ
こ
に
居住する人々との人的結合を活用している（福原剛１，、澤田鞭ｌ翻等）。
ま
た
長
屋
王
家
の
周
辺
に
は
、
各
種
の
専
門
的
な
技
術
者
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
（
森
畑
ｌ
皿
）
、
雄
足
周
辺
に
も
、
例
え
ば
専
門
の
輸
送
業
者
が
存
在
し
て
い
た
。
長
屋
王
家
で
は
蔬
菜
や
そ
の
他
を
利
用
し
て
の
盛
ん
な
交
易
活
動
が
推
測
さ
れ
て
い
る
が
（
角
林
伽
１
７
他
）
、
雄
足
も
各
地
で
様
々
な
も
の
の
交
易
を
利
用
し
て
大
き
な
利
益
を
あ
げ
て
い
る
。
田
地
経
営
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
前
述
し
た
よ
う
に
長
屋
王
家
木
簡
に
は
賃
租
の
た
め
の
買
田
活
動
を
示
す
可
能
性
が
高
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
雄
足
も
得
意
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
雄
足
の
場
合
、
交
易
活
動
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
貯
蓄
用
の
稲
と
い
う
よ
り
は
、
交
易
の
代
価
と
し
て
の
米
の
利
用
が
盛
ん
で
あ
っ
律
令
制
の
成
立
は
、
そ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
直
轄
地
に
加
え
て
、
莫
大
な
律
令
的
俸
緑
が
得
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
（
鬼
頭
町
ｌ
剛
）
。
従
来
、
こ
う
し
た
二
つ
の
パ
イ
プ
と
い
っ
た
観
点
は
、
摂
関
期
に
お
け
る
藤
原
氏
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
つ
（聰）
たが、これは律令制成立期までさかのぼらせるべき問題であろう。長屋王家木簡の発見によって、中央没族の律〈汕
制
初
期
に
お
け
る
具
体
的
経
営
方
式
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
点
か
ら
言
っ
て
も
重
要
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
三
安
都
雄
足
の
経
済
活
動
と
の
比
較
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以
上
、
近
年
、
急
速
に
研
究
が
進
展
し
て
い
る
長
屋
王
家
木
簡
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
と
く
に
所
領
を
中
心
と
し
た
経
済
活
動
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
い
く
つ
か
の
論
点
の
整
理
を
試
み
た
。
現
在
の
研
究
水
準
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
、
ま
だ
不
十
分
な
状
態
で
あ
る
が
、
今
後
の
研
究
の
進
展
の
捨
石
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
長
屋
王
家
木
簡
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
律
令
制
の
規
定
か
ら
は
み
え
て
こ
な
か
っ
た
、
律
令
制
の
背
後
に
あ
る
様
々
な
私
的
な
経
済
基
盤
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
分
野
で
は
最
大
の
収
穫
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
律
令
的
な
給
付
地
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
迎
用
は
あ
る
い
は
か
な
り
古
い
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
我
々
は
あ
ら
た
め
て
、
と
く
に
律
令
制
初
期
に
お
け
る
非
律
令
的
な
る
も
の
の
存
在
に
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。
たが、これは長屋王家木簡にも言えることである。現存する木簡には「大御飯米」など米に関するものが多い。
天皇家の場合、令制宮田についてみてみると、倭屯田の伝統を引く省宮田では穎稲での収納が、一方国営田では
巻
米
で
の
納
入
が
行
な
わ
れ
て
い
る
（
館
野
川
１
ｍ
以
下
）
。
穎
稲
で
の
収
納
の
方
が
前
代
以
来
の
基
本
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
日
常
的
な
場
面
で
は
、
米
で
動
く
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
その他、雄足の手元にあった「石山紙背文書」中にみえる海上国造他田日奉部直神護と長屋王家との関わりも興
味深い問題であるが（大山、Ｉ部以下）、紙幅の都合もあり後者を俟ちたい。
（
１
）
鬼
頭
剛
’
㈹
は
、
後
掲
の
「
長
百
（２）研究史の詳細については森獅
もの（北宮王家）としている。
（３）大山加Ｉ川では、その家政鍔
《註》鬼頭剛’㈹は、後掲の「長屋王家木簡関迎論著目録（稲との剛悉の鬼頭氏論文の閉頁を示す。以下同様。
研
究
史
の
詳
細
に
つ
い
て
は
森
迦
ｌ
朔
以
下
参
照
。
森
氏
は
、
い
ず
れ
の
本
主
を
も
長
屋
王
と
み
、
片
方
は
父
測
市
皇
子
か
ら
引
き
継
い
だ
お
わ
り
に
そ
の
家
政
機
関
を
水
筒
内
親
王
家
の
も
の
と
す
る
立
場
か
ら
、
山
背
を
吉
備
内
親
王
で
は
な
く
、
氷
高
内
親
王
家
に
引
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（６）『平城京長屋正邸宅と木簡」（吉川弘文館、一九九一年）瓦八号木簡。
こ
の
木
簡
に
み
え
る
倉
に
つ
い
て
、
「
大
御
飯
米
倉
」
と
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
（
阿
林
脳
「
２
、
館
野
剛
Ｉ
川
他
）
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
他
の
解
釈
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
正
倉
院
文
溜
等
で
は
米
と
稲
と
は
厳
密
に
区
別
さ
れ
て
お
り
、
貯
蔵
の
た
め
倉
に
つ
い
て
は
、
米
で
は
な
く
稲
と
関
係
す
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
米
と
倉
と
は
可
能
な
ら
ば
、
区
切
っ
て
銃
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
「
御
川
に
て
大
御
飯
米
を
苅
り
覚
る
。
倉
に
占
稲
を
移
す
に
依
て
、
収
む
る
を
え
ず
一
と
銃
む
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
解
釈
す
る
と
、
倉
を
め
ぐ
る
角
林
剛
１
３
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
再
考
が
必
要
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
７
）
角
林
嚇
１
３
で
は
、
位
田
・
織
田
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
議
論
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
「
令
の
規
定
に
も
と
ず
い
て
考
え
れ
ば
」
で
あ
り
、
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
（８）和川莱「砿の基礎的考察」（「史林』五二’五、一九六九年、後に同『日本古代の儀礼と祭祀・信仰』し所収）では、水
上
を
明
日
香
村
人
字
飛
脇
小
字
木
部
に
比
定
し
て
い
る
。
（
９
）
中
央
豪
族
の
地
力
に
お
け
る
出
挙
経
営
の
実
例
と
し
て
は
、
国
造
禦
足
に
よ
る
も
の
が
著
名
で
あ
る
。
拙
稿
「
安
都
雄
足
の
私
刑
経
営
’
八
世
紀
に
お
け
る
腿
業
経
営
の
一
形
態
「
」
（
『
史
学
雑
誌
一
九
六
１
六
、
一
九
八
七
年
）
他
参
照
。
（川）藤間生大『日本庄園史鬮一（近藤課店、一九四七年）、拙柵「九川紀に於ける「畿内型』初期Ⅸ剛の経営柵造ｌ近江国愛
（
依
）
智
庄
を
蛎
例
と
し
て
Ｉ
」
会
ヒ
ス
ト
リ
ァ
』
二
九
、
一
九
八
八
年
）
他
。
（Ⅲ）竹内理三「八世紀に於ける大作的と麟原的１大土地所有の進腔をめぐってｌ」（『史淵』五二、一九，一．年、後に『律令
制と貴族政権』Ｉ所収）、大津透『律令同家支配柵造の研究』（岩波件店、一几九一二年）他。また鬼蚊氏が述べる八川紀の
貴
族
の
二
面
性
・
両
貰
性
（
鬼
頭
卿
１
噸
）
も
同
様
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
（、）例えばｔ田直鎮・永井路子・早川庄八「座談会律令と日本人」（『日本の朧史Ⅱ綴』四（小準館、一几七四年）等。
（旧）研究史等を含めて、註（皿）前掲拙稿参照。
き
つ
け
て
考
え
て
い
る
。
（
４
）
角
林
氏
は
園
の
定
義
を
唐
律
に
即
し
て
考
察
し
て
い
る
が
、
氏
自
身
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
唐
律
と
は
異
な
り
、
事
実
と
し
て
御
田
で
蔬
菜
が
作
る
れ
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
説
明
が
欠
け
て
い
る
以
上
、
今
直
ち
に
氏
説
に
同
意
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
（５）「平城京木筋』一（奈良国立文化財研究所、一九九五年）一四四号木簡には一（買力）川」とみえるのが注日される。ま
〔付記〕本稿は、一九九六年度法政大学特別研究助成金一「長屋王関係史料の集成とその政治史的分析」による研究成果の一部
である。
「平城京木筋』―
た澤田洲Ｉ剛参照。
Hosei University Repository
8２ 
田ＴＴＩ＿ＬＩｕｌｌＢ１卍~】Ｕ凸【升ＵＭＴ
図|圏｜劇|闘|圏|劇|圏|劇|劉霞l藤｜魁
証１昌恕
imuI-`，｜鷺
|薑｜ 「
Ｉ
ＯＩｏｌｏｌＤ 
'１ 忠『俺Ｓ一一浬南
卜｡
￣ 
￣ 
② 
￣ 
目、
￣ 
－ｺ 扇Ｉ扇 ￣ ￣ ￣ ＣＤ 扇’二’二 ‐ ○０ -ｑ Ｑ２ ①１ ￣ ｡、 【｡ ￣ 
糸田陣亨 田丹鹸鱈飛 臼Ｅ墨仔 割譲薦 蠣琴跨垰 罫１糸 殴六沼里鵠坤 汁沸神 耳圧科鎌 汁菫縦ユ 函ヨ汽戴 柾露掴 柾醗虫 国労鞠嵜冨 田丹麓碑 罷旦誰 片」添米 三球翻侭 三鼓ｌ頚 圏副偶 齊観錨
沖翻川ｓ潟一淵鰹趨彗詞ｓ碩爲 廊圃Ｈｓ薦而Ｊごｎｅ１鰍潤 巾翻川ｓ濃－馴詞、而灘斡行汁腔贈鞍卦 「庫岡川ｓ鴎鯨騨還」両ＪＳＲ 巾碗閉叫鷆存堂管⑱溌喧十昇璽？ 巾河川難隅ｓ瀬重諏 訓厩彗鴎罪舟Ｉ涼岡引啼丹一。六一べ 巾翻Ｈｓ鴇什剤繍給 罫期汽州 『’一蓮司鳫Ｒｓ舟喜寿沖（片）（「）ｌ廊阿院ｓ鰭而温忰かｌ味綱 Ｈ拝鞘ｓ蔵汁賦（己（ご’百還書中興部闇騨ｓ霞潤彫ｓへ‐リペ 汀肛院ｓ割一法温和ｓＨｍ 津竺悟師Ｓ氾罫蝿赫－軒方行鹸与小脳ｍｅ倭ロ 崩翻川ｓ潟穴Ｊどく 淨糯群辮轆轤榊偶（動ン晏向） 鱗彗罰削蔚廊囿川劃熊一汁善融同柑巾洞門函鮪一顧証 「沖闘削ｓ渇芹」癖囚撒 即詞引０．卦野方騨跡后ｓ汁ｓｓ蟹魁 巾麺門皐オーコ鮒蹟ｓ西日 ｍＨＨｓ劉舗 巾剰閉庁顛詞円 鴎掛鹸
『□針ｓ厩だ」 匡什康指 『。針卜注龍ｓ雨舟』 匡什諌揖 『書企建部ｓ錦霧茜」 叶緩判齢 Ｅ滑黙翻雌熊黙 区汽糠濁墾庁蝉戴ｓ串閉 『谷か国蝿ｓ悶塞」 酔鄙鮪蒙沼椛 虫方Ｈ声 「璽匡》汁苫ｓ認舟」汁ぎむ｛トメヰ猫 パメテこ『 議国憐樋劃尉 「日時昨擴』 ｍ俳厭だ 掛野岳汁諏 蔵箭亜 『漸加閣酎巴 菖恩卜雨舟 壷緯騨蝋
G心 塵ぬい ごＵ 暉罰⑤ 二凸 -－ 』’’一鐘 ⑬』｜当今 一㈲《一⑰ I、ｇ￣ 四Ｉ③ 《二 〔刀こつ ｔＣ ｇＰＤ ’１隼 ②Ｉ雪 麟平
斯幻ｓ割 隼律樋笥蔦弧關斤へ〆ＪトＪ叩く、捕画 （頷醍鴎三） □針一汁苫・懇加 蕪減
一》『』へつ。 』』『】へ』閨 】し『Ｃへづい ｜や②や（「ｃ① ］や旬⑫一一つ← ］』②車べつ一 】○句『へ一一 ］垣②②ヘーー 】⑤甸切へ］唾 ］迄②⑰、一つ一』］ 巳量へ三一＆ ］⑤⑬鉤へＣ⑪ 』①⑫『｛色。 』唾⑬③へＣ② 】や②」へ』。 一＄望三 】牢⑥酉、。閂 民●一ｍ、一一 戸』』砲、Ｃ一 巴蟹へ＆ 三可柑亟
皇謝圧毒 報瞠事灘芹 霞申鋼 演鴫躯 汁雪珂ヘトメ芹 渭揮芹 氏爵洋
○× へ）× ○× ○× × ○× ○× ○× Ｐ× Ｃ× ＰＸ ○× × × ○× ○× ○× ○× × ○× 漸亟毎
鶏駈Ｓ讃水ｓ沫庁鞭 鋼寺蕩⑫ 曾才図撰ｓ爾亜一端寄装② 、汁叫声聾跡卍串潴 剃睡畢完后ｓ臨重闇 司繍Ｓ匡布 制甫ヨ鞠ｓ室把一鋼寺瞬装》 ロ什哨礁椛Ｎ里淵 乱罠・劃歎噂戊
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:色
帛⑭
ミョ
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６Ａ二
○1 
ＣＰ 
← 笛１膳 Ｃｐ ￣ ＣＤ ￣ ０，９ ℃ 【､、【、ＳＯＣＩ－ｑ いら◎： 蹟|量|蟹 t･ ト、
諺嗣袴 露工粥 津二期缶醍 鴎＃顕 除井繁１． 戴佃蒜 片＃時 丹三侍 >＋ ＃ ヨ１１ 冨 半片劃 韮庵糎 画毎幕ｌ冨 汁翫膵代 国雷電雲串 瀞三洋虚 各三喬 升丹罰諒 扉銅割 壷里門識 繕詞跡米 画緊銀蕗
「ロ缶鵬潅詔」Ｓ涼岡引作司鋲 王什升弓［ＪごＨＳ癖罫 射屈鴎方ｓ筐鐸作Ｆ鉾ｌ応薊川ｓ庫謁逐 酎裂恢剖斤威岡川 癒薊門什繍詞引汗鞠－勢ン陣簸ｓ寿蝉 □計瞬獅肘什廊腕川 巾厩川ｓ潟に一一綱脈 取飼院ｓ騨誌什永Ｓ譜調 許痢ｓ星ｓ剴鋳鼻ンＩ狩俳ｓヰロ虹府中ｓ坪誌琴鵡迦 割芸ｓ芳荏作笑倒 風濫３樵蝋 悪心興慧行昔辱い衰蝉１施碗川博識ｓ熱風 廊硬門ｓ価痘１国潟装蘇汁”頚１襖 嗣飼ｈ代咄塞蛋謹訓ｌ沫隻十弐節ｓ号二戸 汁妻罰シト涼知Ⅲ 廊痴川畦婿審童作中ｓ酔鄙 汀副熈罵跡ｓｌ鈴調Ｉ蕃彊雇信Ⅱ亜Ｓ・亜ン信瞳六Ｊごぺ 甜吟ｓ河倦ｌ汀国引・民凹・鵡江雲詑 「升罰緯」佇庫翻慌誌 汁澤端票（凉腕川函兼） 煎閥ＨＳ鰭
蜀熟鵜 「判其剴叶丑川浄Ⅲ禁汁川黛棚蕊遡酎鍾鴎」 「邸鵜ｍＨＦ蝉拒』憾宍罫麓 「』ｍｕ００」で●天０口へ士ｕ）で叶方匡缶巾鉗剖が」 。Ｈｘ繩 通 斤方狩征 悶沿灘升 『画絲・州ｓ薄」汁潮悩慈汁叶謙誼妙酢譲 穴ｘ一・一」》。 ￣可蔽詞麓 「、骨戸蝉舟軍禺』い雛鰯酬猫 片方狩稗 「口倭汁鱈ｓ閑提」 区粁鄙遠蛤什鮓立ｓ里誇 区舟椎 旙鶏 『ン會饗簿・ｍＨＳ簾だ‐一 ‐庁カバ雑 『零ｓ、長提」 『去宕舟聯隷小剴鞠ｓン々』三布汽俳貯輸
色1 い、 弓３ 色』Ｉ⑬ QＣ 色Ｊ１￣ ㈲？三 ＣＣ ＣJ１ 劃団 ￣ － － 『色 悼凹ｌ③ 』・鐘 ②●① ＄。 CAD -４ [￣ 
期氾畢吉 升オエＨｓン窒簿（曰） 叫声川藍斤掛弥 竺甘Ｅ＋函繍笛⑬ 画撰斤戸鱒 川割ｓ塞語
］②毎『へ。酉 屋窓ら。 一℃⑬②一つ② 一℃範、へ一房 一色⑫』へＣ印 ］垣⑭塵（一つ」 一℃韓色｛」。← 一迫②●一一、】］ ｜ご酌ＣへＣ朝 一℃『④｛占嬉 ］。『・へご』 一℃『仁へＣ範 』ｃ『聾（］］ 』の『』「、Ｃ勢 岸・司勇へｃ』 ｝ご『『二へ】つ ■しベヨ｜『つ函」＠『『』へ●『
:|： Ⅲ爵 排肝彗 鐘申巫 叶三震狩罫 労臼ｘ、牌 黒蝉動画塵 怖哩割糊泙 急湊洋 鰯宝誇罰
○× × × ○× ○× ○× ○× ○× ○× × × ○× ,。× ○× ○× ○× (、こ‐’× 'ヘヘーノ× 《Ｕ× Ｃ× （〕×
[Ⅱ|Ⅲlilll艫Ⅱ|］
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名。 劃１９１ 翌 ｕＴ Ｓ９ ごり[｡ C釦一 CJU ￣ ￣ ￣ ￣ Ｃｂ 」エーＵ － ｓ、 ￣ 釘Ｕ ￣ ￣ ← 上暉
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酷侭望諮 単騰翠闘 蔑薯対Ｓ恥ｈｕ１ｘ 墨、酬鹿 畿旧国計汁芹墨罰鮒型楠醤 畏刈連刈ｓ訴宕ｘ冑 「津躯汁団戴暑一厘剣翠惑簾 蕪莞揖糠 議亟升街箪鶚 鳥鰯画汽 郡．排計淫洪椛汁劉塗鐺 口什汁芹墨華繩妙恥蓄 郡患謝三 ロ升闘措 葬鯵Ｓ露舟 汽言弔壷醤 『酷丙膳議鄙』 竃正鉗重 罰漏黙筈 医憲唖〈連トメテ 鋼犀掘雇沫 『国詩瓠鉾招雛鯛」｜夘三遷嵩麓 骨房除誘
藍Ｉ⑫ 醤Ｉ軌 小心9＄ ｇ必一 ろ認 とgUq｡ 再箏 。Ｕ 腿。』 Iこ【‐ ＝9 － －２ 「一』⑭ ＣＤ 暉一二 ロ９ 鐘哩Ｉ障呈 岸閂『『 ⑬『⑪
母方ｓ醐遜卜難蔀 斗涕滞腿擬什鵲弾ｓ漢
忌遷Ｓ⑨ 這遷ご』 ご忠ご』 己９ｓ← 』』』垣（。』 一』』写へ。』 一迫単色へつ← 】②“③、ご単 一垣幹唾、ごい 一℃⑬③へ●鐺 ］・酉垣（色鐘 ］垣韓②へ●閏 ］唾煕垣へつ一（ご韓 ］垣⑭②｝つ一 ｝』、』へ一一 一奄煕』へ●一 ］迄顛○へ己］ 遷雷笘巴壱 ］ｃ陣②へ一膳 ］②閂醇へ一膳 一》切歯へＣ罰 ］冨望扇 ］芭勇動（こ』
蕉諄窯 鍔賎洋 蕨麓芹
○ ○ 、 ○ ○ ○ ○ 
瀦離叶藪編難 斯圧竺騨誌什睡昏欝測 叶方犀篤卜居幹蝿誘… 
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騨郡輔軍渦帥 浩紺 芦雪豊艶 労ヨヨ龍 廸空汽声母 「鰻蕊蝋熱藻臘綜 『叶涛脂二，９申脈鰭計い君⑬－薄驚・笛ｓ陣専』顛緬岸鏑轍 嵜齢 崖爾攻へ運ド渕一， 揖掛沖誰 工空シ⑩色三 雪国雪室町三（汁箆） 画寵駆需認 汁詳潔讃 亜主期添 鱈才叫斗１Ｊト 望雪渚鵬兼芹 難望厘「副湿映言汁訓屈ｓ譜糧菟弧恵」鐸買昨出離 霞指什信擢 『臺曽汁十川捜肩烹梵瞬票巌薗鎧既巽誘蜀箪際薮蓄』
噌煕』 『｡￣ ＝ ￣ ￣ 窒一』 ■ｑ 一酉つ車 ￣ ￣ 』Ｃｌ、 ロ、＝､ 悼平』 『一切三① 芦』麺 《つ②
芦や韓芭へ一閨 ｜写顛》（房時 ｜や』②へ房】 一。■》へ岸］ ｜②“・へ』］ 一房望二 一迫』。「】】 ｜」』。（Ｃ② 一℃』』へ色垣 一息瑁皀 一』、』｝。② Ｐ』寧垣へつ函へ膣⑬ 》②韓坦へつ』 ］③韓色へ』生 ｜⑤酌芭へ□釣 】垣甸○へご『』・へ』『』唾へ己『 ｝』鍾尋、。『 岸』鍾芭へｃヨヘロ闇 一邑韓』（。⑤ ］②藍色、Ｃ⑪
コニルニ露 卦堕申罰 副割覇汽宍二乗聡髭酢 針済ヨ
○ ○ ○ ○ Ｐ 
汁窄寒ン・謎零時州。畢涛 犀畷顧仔醍方舟⑱爾一暇ｓ 零ｓ叶声揖 叶弄渭巾閉猷 〆事戴シ・渕率作れ＆塀【 軒方ｓ営蝉庁贄羅朴芹 瀧践齢Ｃ、傍括（粁廃掛甚簿）
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嶋歸
|￣ 
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ＰＣ③ 一色一 岸●雪 ■ご穂 ］●］ 戸ｃｃ ｔＣ (｡ や。■ ￣ ■』 ﾋﾟロロコ ￣ ■Ｕ ﾋニー t色G■ ｡ [‐ ＥＣ ￣ ＢＧ ￣ ｡｡ ｡ 篭 ウ号■９ ｡｡ ⑤ 
灘茸冊 鴎伯橇洲 誰寺聯寵 朝田露 潟銅郡Ｎ 許舗両 蒔霧砿 昨「『拳Ｎ 熱嘩繩 繁田寵 詔昌副遥 熱己蕊 ４鴎宛長 樹齢｛ｅ串 欝動蝿 罵腫榊醗 副ロ障竃 嶺里蓄篠 鵯露荊艮 遷壌誌Ｎ
汁雲堂鎖似浄薊胤粥（廟圃Ｈ作州ｓ訴声） －芦ン芦笂圧什ｓ汁ヨー翔卿・急箆剴零 叶洋苣潅ｓ「薄絹ン」作「牽宍シ」 『灘雷⑬露耐』副望州瀦捌腺選歌囲而Ｊご川 急蔦罰雲 湖図ｓ曽作坤需陣胖 凉知制 赫頚作髄ｓ辮巨１ｍ飼州圏ｓ麹冷管⑮ 扉甑尉ｓ浴Ｉ「計ぽ」繋辨畳等 片渕霧汽朝削が慨中 涼飼淵蝿升雪Ⅲ函１斗穰鐺誌斤豈‐躍埒膀 斧晄労函１鑓号蝉巾加川粥詩震行Ｊご州 応加枡粥升璽 鵠辨辮翻率率認縣塵朴認識津霧加Ｓ潟ｌ涼圃 節閂臣什ｓ労萬ご』 〈丙昇鈩轍融⑬〈亀・葛涼風院ｓ悪 鮮鱸｜騨繊顛霞鰭謂蕊矯 試割ｓ筈淡 顯腕斜粥ｅ掛鵡升雪 叫声ンｓ逗誹パー添珂鵠渕Ｓ卦重ごふ
『薑鑿 升司雪諾 川蓄鴎汁声 区指椛 「匹升里方升雪蟻」升彗繩昨頻 『叶汽鴎ｓ誰が匡升曙」 望三簾搗削俳 『測哨斗識漏一原虫方顛升ｌ筒鐸トホｓ軍眉－』市田碑猫 望雪読信黙什 、偕詞褐 座ご指繩 鵜Ⅶ遵司Ｓ叶涛ｘ冑 訓掴国昌汁芹葺軍閉型紺醤 鱒離礁票洛繩 昊牒 醤。雪雲（期加爾） 『寂罷川仔巾Ｓ悪｛こ（簿垂・西筈ｓ掛椎＄ 動三口針旨倹升零房画醤 正升厨舟 iilIi 瞳ゴゴ醤。
￣ 
[､９ 
￣ 
ｃｃ ｛一博 ￣ 一切１膳《 ］ｍ－］② ②□、 卜｡こり ごコニ、 ｜垣酌む 躁頚『 ＯＣ ←し⑤ 切色。 ■ ￣ 
誰奉・斯囮 、計開括「斥聞」樽観 匹芳揖戸ｓ〆替什嗣褐 汽弾撮華嗽繋。。叶房
一』ご回へ●』 ←』頓ロベー■ 一轌匹Ｃへ一一 声色②己へ一】 一埠芭Ｃへ一一 一瞠邑□、｜］ ｜』②。へ声。 一頃②。へ一● 』場ミヨ 罠》』つ、Ｃ⑤ 』。□つへ一一 ｜⑤》色、●← ｜⑤喀一へ』轡 一心』色（Ｃ② ］》』。、ご函一 】暖ＱＢへ蹟一四（。（ 』堰Ｅｇ 一』』・へつ関 ’９皀苣 』』』つへつ一
酷三澤汁罫 錐鴬噸司 域需蛸鼠 ン狩略露 雪量洋 彗巨熱三洋
０ ○ ○ 
ロ缶叶方ｓ砿笥什升璽 叫声囚蝿トヨ澱絵 計方図撰佇剴瞬装叶方升弓ｓ紫露＆軍騎 剴繍縮庁骨区汽維調Ⅲ
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關|｜ ｜’ ｜ ' 「ノ
」噛豈 ｜閂。 ｜】』 ｜房“ 一一『 ］芦⑤ ］】。 ］一二 一］学 ｜璋哺 Ｐ］］ 一一一 一一』 一ｓ鋪 』。『 一一②
認菖か話 Ｅ露制審 弼嬢雪、 半片澱 訓胆厘昌掛害三割罵割 渇単跡Ｎ 鐸愚韮濁 蹄に崔酷 難鯵側 借丹浜 斗璽痴只 州ヨ馳瀬 ヨ旧割残 顔ヨ舞廻 う丼鶴Ｉ 』ラ蒔審鴨
鶉雪号ｊ軒汁芹醐戟醸 「芦睡」鐺熊蜂－汁一一』顧営蟻綜壁鴫一’芦叫」啼饒・Ｊｎ 応風制作霧飼、－労爵費硝か訓胆醤騨誌拷 琴濁Ｓ三客与暮 鐸毛澪翫庁噸癩酬需記隷辮評辨率端》労彗罫 告擬作芦誰１輪已雷円ｓ學鵠丙南←べ 労ヨト韓零ｌ急鈍罰Ⅱ融汁巽美雪巾＆へＪベ 慮轤繋顎溌彌蝋薑 、田慌圏鹸ｓ浦紅即腕引擬（廊薊川論謨排鋺二升菖鷺鎖⑬ｓ許ン斤掛鱒議題） 雨厩川湧耐Ｓ掘抑（葺窓作博蔭） 扉翻淵曇創Ｓ謝極（匡怜一行随曾内国Ｈ擬升蔓） －s罷煎１１蔵Ｓ腕蛾眉1窪ＩＰＨ>+へ到屡議応Ｈｄｉ労圃詫ＳヨトＨ－繊ｅ嚢峡江瀞耐熱へi回ＳｏｔＥＥへ、90ｔ什蜑誹舜nＦ什肝罰「(-劃一汁汁牒琴ご胖課》鱒彊庁鱒蹄） 障罫持論一一廊鰯出擾餅 巾厩川魯耐Ｓ畿汕（壁際Ｓご胖瞬Ｊ－ｍ歳淵剣升函Ｓ繊抑二識作写 巾戚閉屡餓ｓ撫抑（麿罫ｓ割ご潟ｓ二ｍ厩門国鹸ｓ蔵鄙（崩飼Ｈ蜜鹸Ｓ許蹄ご） 煎諏Ｈ襲制Ｓ謙抑（堅持庁Ｆ汁障書阿二巾厩訓塑制ｓ歳剴（巾岡引魯削Ｓ笂鼓阿二山紳汁醸升菖ｓ灘肛（王片Ｆ汁陣曹嵐） 一汁遅罫（同冨ｓ縢替什川熟汁崗讐彫互選鄙（ 竃ユ溪目ＥｌＲｍ肩汁哉・碗一､ple件ｒＨ聖纒画､窟筐塁轤鑿篝篝題三ｓ継均巾彫鯉什津野両碗宜ﾖﾛ佇極ｅＪＨ廷
指謬 科繩・龍緋 甫薄 回骨厩肥 『知誕僻「岸什窯」師１ｍ蕊鮨偶醐ｓ撫極ｌ」 エ什嗣提 町三標洪誌Ｓ璽望 「判蔦到応圃劉襲制作井草』 『制琵則沐腕制圏戯作芳雪』 『判舞倒廉孤慌浬創作労雪」 『穏蕪劉涼飼問湧殻仔升劃」 『制蔦訓添碗引屡戒佇筈夢」 『賀隷剴忘圃黙屡愚作芳璽』 『制舞掛癒瓢川嚢俄作詩弓』 「椙蔦弧煎腕制襲耐作升璽」 『急罫掛挿飼鶉塁創作芳弓」
－ 
－ 一関② 』》⑤ ⑥一齢 。一関 Ｃ』こり
Ｐ』ご｜、つ』 ］し芭一へ一藍 」』や’（。鐸 ｜』ご罠へご頤 ］②②｜へ皀曜 ］②垣一（色』 ］垣②一へ皀一 】む』］（。』 】垣や一｝Ｃ」 ］⑤。』へＣ］ 患筥ご】 届二ｓ】 芦垣や］へご』 』③Ｐ］へこ］ 】垣。］へ●］ ］③』一、一一
三計窯洋汁司
撃蟄労陣
三 叶三震汁露 叶三震汁爵 叶三没濟罫 珊三騨浜罫 叫三騨汁蕊 鴎三漂粁罫 叶三娯洪爵 鴎三震汁詩 鴎三震洪詩
Ｐ ○ 
炉腕制擬升重ｓ単騎
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］一戦 字一間 】』一］ 一一（｝ 岸』② 】篭 】』『 ］生辱 岸』画 ｝童 ］吟聖 ］』閂 』唾］ 胃四○ ］唖」 胃膳匪 》』『 】関⑤ 房恂酊 』吟｛ 】轄単 岸坤⑬
罫網曹巴 茜気欝椚 引藪苔震 ン升計 犀飼菫諏 議茸鍔 璽罰簿升冨 璽丼狩幕 罵値龍膳 鍛醸嘉日 舞惨艶 罫銅曽囮 鱗ヨ馨 鰕蜀藤 湊鑓繋呈 テ廟鶴Ｎ 各三一声 鍾嗣罫Ｉ嵩 掛鋼誌Ｎ 梁白竃鷆 沸気砦隣圏 鰹匡削Ｉ
灘。ｓ勿苛寺・仰珂 愈而胤鮫罫ｓ宮が宮が 認鐇亟啼詫鰐》》奉諒型ヴペー零而斯屈辱方 「犀同尉蝿升璽」叶潅懲粥か劃 涼簡川ｓ園←× 「涼飼尉澱升函」小ｓ量淨 応囿削粥惑焉行Ｊごぺｓ麟観罫蝿粥 廓師慌擬勲繁遷調労璽鈴肖 廊戚胤撰升ヨトⅡＪｓ擬騨憲霞－魚鶏労室ｓ鮎濁誉⑮ 「錐瀞」労ヨテ峠 動芦升三ｓ翠闘羅匿 狩窯労園Ｓ亀盟鰯塵Ｉ津薊川渕升璽巾丹」Ｐ丙 片荊・涛国汁渕醇蓬麗 『薄型シト小ｓ医率僖一巾藏胤掛鶉璽 嶺篤証ｅ索斬什南藏州外雲Ｉ渇蔀到叶隣零ｓ罰剰巾雑汁か 『罫聡ＳＥ拝暮ご」諜蟹 巾飼州什小ｓ川剰汁鹸 〈弾萱剴望廿ｓ佛〉シ庭爵作窮闘雑ｌ嗣腕院ｓ鯖雲黙ｓ汁 巾諏川粥升冨Ｓ洪寡庁麺踊 夢企図粥Ｓ鳥離命 誘罰岸二制作汁露鍬廉窮伺－「砿鯨童蜜叢」戸Ｊご〔 繭膣竺Ｓ議司斤鬮夢鄙紺島
『胡雷斗方Ｓｐ缶」匡骨ｌ雲一罫蠣声識 酷秀狩声措騨寓 呂憲汁弾舟雑瀞濃 。缶氾蟄詔 轟刈巡刈Ｓ野方粁芹 哨麗望諦 甑正升誼箪溌 灘ロ針古筆爵 鵡睡時鳶指翠装 斯睡窃秀氾跡鶏 録幹線蝋☆－千苧 鈴叶紙噛｛・Ｉ斗芒 Ｅ併読脂 『鞠逹叫声Ｓｍ升」ヨヨ隷一震塁撃量猫 司睡罫萱義削か箏罵仔乗鄙醐掴浮ｓ紐錘ごふ』庶氾雀里籠昨寵 国繍 癖離礁繁温弾 舟董 『剴綴絵割騎』 『叶方ｓｐ併作渇く連Ⅶ」 「叶弄Ｓ□骨陦潜『連１』 『叶涛Ｓ匡什什遷刈巡イ」片田引呈数
筆１ 一 -F｡ 』。雪 －１ ￣ 軌１国 臆ゴ lＱ －Ｕ －Ｕ 『。 1,9 箏曹② 』⑭② 範噌。 □､ ］躍匹 壁ご● 雪曽 ￣ ０゜
侍躍一 博鰯屋
］⑤』悼（こぃ 』』邑悼へ皀碧 』し笘哺へ○鎧 一②』閂、つ（ 声色》閂へ。］ 忌縄ご】 】②』一へ戸晧 ］芭己］、『時 ］②』｜、芦］ ］垣』］、一一 戸車芭再へ』一 一迫③一へ）← ｜やや一（。』 ｜』』一へこ》 ｜』⑤一へ皀也 』』》一、。『 】。』］へごご ｜垣垣］へ●因 一』》声へ。⑭ ろ皀己③ ｜や』］（Ｃ⑤ 一垣②』（つ、
璽三車嘉 琴三尊屈 諜升苓温 鐘萌亘 晏雑罫 テ維罫 テ謙曇
○ 
ゴ蝋舞シ作ぞ画薩猶 添腕引渕汁三ｓ割詩
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＞ 
一○単 一⑤』 一ｍ一 『⑤□ 一切迫 一切熊 一切『 ｝餉毎 』割割 ｝⑫』 罠⑭聿 ｜切間 ］⑥一 】⑪つ ｛』② ｜」蛍 ｜』『 守一毎 】一切 】一一
掻軍泳什 碕壌雪、 已呑慰 排細事Ｎ 輔匡蕊 蝦陽鶴 謁畳載量 与剃溝 晏園弼琴 重厩熊 舞臣蕊 餌圏到圏 津田鄙１ 齢州壷Ｎ 璽鹸意 臣億割勝 遥単郎什 莫嶬劃に 辰蕊鱒曙 鶚な機
》翻諦騨升毒ごｉ＄汁叶方睡露ｓ雰血Ｉ骨錘 岸翻聞製升雲Ｓ薊酢 詞睡制屋・添亜則渇罰・瀬菖霧畷・ＥＥ報・識降壊 廟肛Ｈ雷雲 芹皿卜嗣厩制 好戦弦斡か鵠箆矧菖訓旧器秀ｓ閂ロサー宝 剴雑ンｓ据球ｌ癒薊院淫圧佇升冨岸与へＪＮ ロ汁蜘瀧茂作零口升電 識詞詩憾佇「溢汁而擬」 菖三済制Ｓ閣蜜ｅｌ響 澪涛拠ｓ鎚剥１雪雪害か厘潤泪焉ｊｓｌ謹亟（閂） 労騨珂蕊蝿騨叶匿州ｓ酎詳 繭雁董ｓ爵ゴ劃郡 巾演剖圏載肝倶Ⅲ識汁聖屋片ｓ労鰹ま 罰芦雲副僻謙樋←汁喬巴、擦顎悪懲 癒翻Ⅲ什小Ｓ漫劇鮮仔へＪペ 扉頚騰彌筈霊Ｓ汁鵡作製簿篭塵 辨開辨蝿ｓ吟葬署壷１升勇一、極小計一戸犀講Ｓ 〆号費画俸佇〆号迂画 ｜扉腕伶掛蒜董」丙等削か擬韓藩室Ｉ箪浅響。命号挙辱行
「。計渦丙哉畢が画撰作洋昨』 『。針悟石鹸尋が亘製咋芹姉』叫三熟ｌ錨 「鈴升総ｓ岸龍－野方叩戸汁呼か」 『蛤斗催Ｓ岸鞄－叶涛啼寓汁叶い』 悪く噛刈ｓ叫声澱声 骨含ｒごソ 『蓄嬰澱稚鞠張』 司総 灘。丹議事鵠 閑築雪重 勵莞汁仕簿醗紳碧鉾聿鐸斬串騎 「熊冨証叶狩言離繭」 『扉囲誹叶科冑齢蘇』丹Ｅ扇Ｉ津懐鵡蝋識韓鵲群彫餓 制蔦醐罫認妻避博盟議鐵麹財薮塾 弔獄氾繩 『芦谷弓⑤ｓ狢電向Ｉ虹藻訶巾嵐か』 義譲蕊藺籍騒 寵爾 論頃裂滑頚調 汚紳里對絵蕊
二ｓ 二二 －Ｊ ｡。 ⑭塵醇 tこ 』《』 閨醇】 t､、｡。 臣 ＝ 濁岳￣ 袋 卜邑一
￣ 
￣ 一睡。 凸 ゴ
】》』牌へ】］ 再》垣岬へ一】 一色ご閨へ芦］ ］や」画へ戸】 ］》」砲へ』← 】準垣陣へ岸皀 】し垣和へ一℃ ｜》》輯へこむ 』》迫間へＣ』 ￣￣ 建忠sｇ 蔦
[Ｐ 
］○・棹へ。『 』塗や砲｝。『 一迫色関（こ『 一迫』函へ』③ 豈宰芭晤、一⑰ 一③や酉へ□。 豈暉』時｝。』 』ぬ②』へｃ唾 冨梶ら謹 一②寧睦へｃ害
鮨汁遥窪憲 薩汁悪王罵 叱肘Ｊ停宕 叱繧六Ｊ序ワ 馨鷺芹 川砲三霞 Ⅱ輝菫露 叶三震洪爵
○ ○ ○ ○ ○ Ｐ
剥劃ｌ「埼離陣津
Ⅲ Ⅱ 
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ト） ベン
一題 一ｍ鞄 『韓岸 ｜範皀 岸『垣 』割⑭ 一割『 一『③ 』『③ ｜引一 』『華 ｜『暉 ｜司】 】『◎ 』②』 ｜⑤、 』⑤『 』全② 一二⑬ ］⑤』
熊鹸淵墨 汁Ｅ鷲Ｉ 訓躰鞠甦 難己幕 珊霊索同 汁鱈藍 輔吟熟 渇韻郡丹 醒斜曇 齢耽醗Ｉ 冒骨魁 熱ヨ富 伯三円ン 汁」蹄－． 巌壌跡付 識還戴窒 舗曄側 雌什野聖 ＸＥ鷲Ｉ ン労計
珂矛擬Ｓ倒鴎薙凄 尿翰難濁露繁劇詮首函裟Ｓ嶺浄作庭歯 沖岡引星雲健屋汁ｓ画厩饗蔑労冨而Ｊごく 崩蜘調ｓ跡騨－雪蕊書非麺剃鱈霜？ｓｌ髄專・ひ 汁冨郡ｓ顧陛ｌＨ蛸升ヨト爵詳労雪 駈酋⑮苦汁報ｌ薮升誘鵯作割引膝弔 〒幾斗蝉Ｉ応薊伶擬升弓ｓ二】ｓｌ濁営① □什鴎齢－跨刊・騨狩Ｓ噸製作蔵菫 藥識ｓ薗避戯作薦嶺柑方 「添田制渕升雲」霞調ン故滞空（蚤） 叶丙雪毎ｓ妹叶仲 芦賊作斯短難割 「崩蜘嵩閉叫」升弓巾灘⑤ 鷺議…讓驫 汀腕闘粥斤汁事鱒 取閖削剥ｓ漢 訓厩８割ｓ〈①←③斯屈翻方ｓ雨叢倒蕗 升片トヰ軍 霧詞副罫鰐藤ｓ涛粥作崩腕胤剃升雪 煎鹿悶渕作ｕ輝鐸
『、骨暮非窒離絵」 再議薑鬮￣ 薯畿三掴卦薯讐罫汰宍ご 蕊謁汁維鍵劃維蔑蜂華蝉赴 「獣穏醗壗誕什器ｌ崎 司讓帯隈励蕎瀞科績 、卦扇氾 『謝露斗方ｓ□針」穗雫塾肛｜制禦漢砿騎 ご面⑫弓ン 括雑郎溌 「鈴叶雑４ｓ餌叶鰯佇鶚諾』誰ｌ堂 静諸汁雑蝉朝汽謹排・洋岬鐸櫻緬識（ン 『灘国許徳愈唾侭雷蒜哨一一－ｘ）』雄薄片艸斗ｌ靴・増、〆ろ垣 鋸》寧制荊升璽庁熟睡蟄騨 欝匹升歯車鵲 『叶方興笥ｓ□軒』 芽震 升董軍閉 ｍ升庶提 佇堯狩維
耳■ ｈ・ 悼千鰐 、9匹 ￣ ￣ ⑨醒芭 ＝ ＆、 － t、９ 司 ← I、９ 悼鍾強 ￣ 二 罰置 ＣＤ ￣ 
斗元露鍾頚鵠③針瀞 滑謬瀞
］Ｐ垣隼｝。』 ’９豊富 一。②塵｝。『 一℃』』（。『 声邉望ヨ ＄馨ら⑰ 声②》』へつ← ］垣』②ヘつ← 一②』座｝へｃ二 ご勇竜ご』 －し②隼｝。》 届冨己時 ｜垣』塵へＣ牌 ｛』》空「○房 一』垣曙（再噛 」》し閂へ一鞄 』』色函へ］］（］四 Ｐ』や鱒、］］ 一色⑨砲へ』一 ］唾垣吋へ』］
鴎三震汁爵 弱三澤Ｘ露 塾三喋祠 声粛虞川許仔膣荏蹄汽装ユゴ岬 罫三欝研 浬嶺磨薊 沈鷺鴎壼 叱三牒汽罫 蒋口鴎司
○ Ｐ Ｐ ０ 
巾筑川灘労亜Ｓ箪諾 斯薮縢澱労司ｓ卑諦
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特Ｃ《 哺◎軍 宙。閂 閏つ戸 曙・己 一垣や 岸垣牟 一⑤『 ｜》旬 一』③ 一』《 一迫勢 一色暁 ］や】 ］⑤つ ］』垣 再生聾 】⑭『 】⑭② ｜韓餉 ｜雲
三□雪 Ｅロ薯 熱田夢 司翻舞旛 鴎三嶽ユ 客紅鱒虹宗 鰕鴎飛同 難穿捕 蛛墨記艮 蒔霊詞 鋳健龍涛 竃気堆湯冨 函凰茎霊 審頃茎１， 許顎 難曄懇 顛剪轌聖 汁震黄 副距引ン 〆Ｅ罫－ 鈴ヨ毒
ＱＹ・民山打ご天。、中へ４１ｓ城爵汁⑬ 飛掴堂鮮跡署専佇渇涛刈遮１ｓ国頭湖輝 芳重再調か一詩蚕労璽Ｓ津糖一剥駆畢方雪竃ｓ叫隠聾誌一赤痢ｅ難薦一巾詞気ｓ鶏河一計作ご線 甑口亘棒作窺同区ｅ具骨 零．鴎 哺封や引鍛沐厩Ｈ鋼升雲８審ご画瀧腫縢覚舜鈴－画駕什翼銭 応蔑謄楽升彗三輔 座骨労弓喜零誕唄犀寵引撰羨三 蕊率藪評鑪》鰯深浅雑簿糞ルーペｓ升ヨ）’ 汁三鴬！業『炉詞慌憾芳弓什皷掴謹鱒跡提」 津腫尉楽労二戸軒紳か型律丙Ｊどく 餅短ｓ熱、沖嗣院ｓ侍蹴 「鯨面慌剰升弓」鍾齢Ｑ「山織汚鴎升重」Ｓ貫薯 叶方洪枡潮垂ｓ漣罵 急菟瞬零ｓ顔牽時龍 崩田隙浸匡什Ｓ瞬嘩片雛（鰭覧電倦） 「竺鹿詞蛛」Ｓ寓謙極 遣同菫雪園（嗣壷縄叫露量）Ｓ二坪黙 「畢丹鎌薪雲霧」ｓ奇声行Ｊご月 挿飼淵
『Ｈ雪埠嬬罫鏑」鞘顛洋魁方璽鰐届窟 『渇片『ｕＮ舟Ｓ割撫汕１噸鵜瀧函蕊鯛鑑 Ｈ０群Ｉ芹圃升雲戸 「針方図蝿作播画俘肪」弔総願渦惟恥錨 「叶方・任捧ｓ騨郎作科｛匡半房離震一軟調藤米錨 『鰹部ｌ雪客作ＦＮＳ割塵 堂、謝二 侯萱汁弗国鴻軍器 錐軒酊汁彗 「三布升ヨ潮軍議露」 巫升庶裾 割引Ｅ州汁淵識蓋汁蝉菰鵡 「エ升厭渦冨」 『口外叶方芦稽ｓ頚麗」 画調作図汁繩 亜虫済声毒 豈竺掛声鐸 昌亘琲四 揖制 撰劃汁雑圃掲箪閉 礒堤灘骨
ｑｐ 
□： 
１１后
富置
紺
ごb
－ 
Ｃｏ 
｡。
｡､ 『Ｃｌ』］ 密③酉 』③婚 ￣ 目。 8,コ【、、 ｡ ｡Ｕ 』』Ｉ豈醇
汁雑作１ｓ璽信 、掛把命謄剖汁ン罫菖Ｃン
］』』』へ。② 】垣垣←（つ軌 一迫』」へ●』 ｜垣芭←へ一一 ］』⑫←へこ← ｜』》←へ色← Ｅ震ご望冨 声色》←へつ季 一色や』べつ学 一色』』へつ膳 邑量ｓ｛ 一℃し学へ一哺 】。②』へ声醇 】邉望届 一℃や季へ一一 一坦坦蝉、］］ 』』垣塵へ］← 一色。』へ』。 ］③』』へＰＣ ］②⑤雪へ一色 ｝ご』雪一ｓ』
灘躍洋 卦繭牌 割匡熱勇諏芹 訓華鴎臨 庭汽菫塵琵 垂井牢軍 霊廿Ｊ’ず少 」ラ雑罫 鹸叶飼汁紳塵露彫
○ ○ ○ ○ ○ し ○ 
ロ升芽容ｓ蕊義作労弓 画升叶毒ｓ璽雷作詩恵
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閣閨画 悼博一 膳醇つ 膳】垣 噌再函 噌房『 鰭一句 輯』② 陣」』 膳芦顛 』』閂 侭房】 晦】● 閂ご》 瞠舍扉 閏・ヨ 鹿。⑤ 的皀切
難曄劃 難罫乖民 蔑嗣洙 制司計 鞘醸揃同 蝋 叫三声 汁巳欝Ｉ Ｘ鄭爲索 欝雪汁嚢 謡田引鎌 引三弔揖柵 準隅計揖 露佃作 芽Ｅ肺十 別口引睾 H‐ 藷掴
升菖（升菫匡什菌葦一蹴腕門蝿升窒）廊蝿制屡Ｓ許ン作蝿博檎郵 舜謁轆器零繼誹議聿蛎艫率爾奉辮で歸卿開潮ｓ時シ汁鹸－軒【ｓ筆盈舟 ン捧詑行サニ凱擬升重而餌が犀濡ｓ灘酔蕊逼斤画擬ｌ浄薊紳畝電ご牛・子ｕｐ耐丹」辱而 計涛誼暑解 顛翻制撰労三熱望（小ＳごＩ（小Ｓ二 眺能審非啓戴汗「酷畷」１期四営門鹸辱叡瀬孤制行堂等か増田丙Ｊご州 国項一‐ヰ蔑巨》騨灘篭雷需辮譲樒国講」ｎＪごハー 牌椚奇畷［Ｊ宮川汁譲礁 旧湯十ｓ十ｓ覇釣 駒薊引トー’莱認」筈弓 「露巾川鹸蹟欝鰯溌」難ｓ郡 癸璽丙掴か扉颪引ｅ沸垰代鵜璽 訓圃皐完六排二醒庫掌堅牢時蕊宥雷竪かｌ錐調 叶涛Ｓ「粥」「擬」ｅ華のトホｓ震謎１鯲腕胤劉作覇気 崇璽Ｓ欝盆〃庫琿川一応藏州亜種ｓ襯誰一国簿嬢遣「、唇」什挿コサー融詞印望蔑Ｓ騨跡作狩弾一寄託藩ｓ朴繩 葬諜洲鱈作綴詞引拝轆ｓ隆罫
ラ志鍾舜針証Ⅲ聯Ⅱ罫隷Ⅱ罫纈壷函尉幾町」
－ ０１ 
雲毫扇尼郡缶 国措樵 『妊競鞘涙、升園氾』 灘、升花劃瀧 信鐸画計脂郡絵 筐グ鐸鵬華 『議国梼溢Ｓ卑一亘 「零厘併誕ｓ昇方」 『常、什古ｓ鵯一ロ爵ロ情誼頚討彫錨 、升露舟 一奴声汁擁 『川稿ｅ升ヨトパ一厘
洛建 騨跡簾繁措維 『膳壁ｓ偶盆涼風別１叶方ｓ狩雑斤字□疋什蝉郡」 『事灘渕腿代翻詞引拝蝋－口筈叶方招巾濫枡一汁鱈奉苣骨際鄭醜巨罵
骨揖錨 計旛麓 踵ごＩ⑬ 房③『一 GjU 閏』由１１腺②』 ◎目 函一』 ⑰②⑭ 凸JCp ］』］ 雪蓉鈩
亟課雪霧帳騨誤字能Ｉ〒 叶方繧一
｜彊望＆ 皀垣望冨 岸』四⑬｝・㈲ 胃』③⑨｝ｃ開 一②⑤軌へつ㈲ 一息望冨と② 】③』⑰へＣ】 ｜⑤坦餉（つ一 一℃し」、冨障 岸》』』（』閏 岸や⑰凸へ］駒 『』。』へ』一 ］酉や」へ』』 一②』』へ一つ 』②』』へ●』 】・垣』へロ韓 ｛』②《へ。⑤ 后逼ご句
飾罵幽臨 鎮鴎錘 鐵酬ヨ 戴窮弱 感塞鴎蔀 鞍賎芹 丹脂浄鴎洋
○ ○ し ○ ○ ＞ Ｐ 
瀦椙ｓ騨註作傘騨
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而二Ｉ凶四
弓１日ｌ可ｌ哩似 ｉｊＲＩｌ１】
憲型｜｜孟願
関一一 峰二つ 画』』 膣嘩』 蟹『 巴③ 閏⑬⑭ 徳笛』 晧藍唾 晧轄臆 轄鰻Ｐ 晧些こ 捕悶。 再暉醇 時暉『 閂碑色 噌唖。 磑曄』 再坤盟
肝悪黄 任到震誘 戴労騨頭 肝識 什箪罫 囲埋簾溢刮 戴筈謹王 詞三糸陰州 麓群隷鞘霞乗屍詳爾皇 欝網苫、 鐺摩縄 排悪評睦躍 画罰驚升凄 渇箪郎侭 露諏燐珪 訓屈国信汽芹窒里凝割 罵伯荏鶴
廠厩門 「護国倍紺』斤涼戻陦署菫辨 ロ倭殴完ｓ「珠辱覇寓」蹴惹 竺簿升璽帖 一‐嗣薊州灘升雪」什汁鳶酢察熱紅匡趾卜蔦売既ｉ「溺叫代罪」欝幹仔詞韓跨碑管 詩元ｓ饒圏行茜こぶ義１ｓ目華－粁等憲憾学びｓｌ鋪澗 一璽計俶引罰脳鈴－毎片佇鶉片 針完提ｓ舜営ｓ洋応嵐Ｈ劉升冨碧頷錐第川践一勢巽鐘暑弘山両片か労璽Ｓ霜灘汁揖遣ｓ瓢訶匡釦劃 鯨同院 諒掛作揖潔汁撰－射厩蕪焉ｓ犀篤ｓ難鐸軍憾 涛片蝿Ⅲ類型作霧詞芹片シ湘聾ｌ宮議 顛詞挿荊升劃行戦紳か労佇［Ｊどく 廟繊川澱升言ｓ蹟・罫蕊艶鉾汁勢－「睦、針』庁ｓ医属昏③ 崩腕將斜升勇汁緊歴蕪禦割 升雲居冊Ｓ賦露一序詞州掛升罫ｓ蔵臆 》黙汁醒労弓一Ｍ識〆袈升雲作修司塵－級』ｓ労喜鞭酔与へＪぺ
「正針据ヨ濃ン讐皀こＨ昇汁翻蕊 『ｍ掻計焉澤毒廿齢爲ｅ菖詫」輔国骨誼窒鵠 升雪軍淺 剴鞠 「ロ傍弐完田鶴Ｓ厩悪」 『ロ畳鴎寡匡幾ｓ恵ま』 『ロ計叶秀画渕ｓ園霊』三露薗Ⅱ類 区舟排 塾鑛霧蘂斡誠癩號辮齢狩強 『Ｋ芹澤路鰯』 『国許ｓ露揖命霜Ｇｇン』叶雪同聴一博科野田毒Ｎ｜詞匡簿Ｉ類 詩卦渦繩 『擢小国饗８坪》獣》鐇淫猫 口什庶雅 国許厩指紳蕪鱒 鎌叶俳瀞巽（董詞蛇卦維箪澤割議題） 『拐蔦凱労雪」 『割鈍凱卍惑い識Ⅱ葛識Ⅱ罫議宮窪尉鐘賑』 ●Ⅲ飢叱
解ｃｃ － －Ⅲ ￣ GＪＵ ＵＵ ＝Ｉ ﾏＩ 計 ］凱司 罰 臣 :＝ 己② ②③曙 一』０』 － ８｡ 筈汁麓
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